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写真

ごあいさつ
桜の季節もすっかり過ぎて、新緑がまぶしい時期になりました。

皆様いかがお過ごしですか？ローズ広報委員の佐藤です。街を歩
いていると、真新しいスーツ姿の方を見かけます。自分が社会人
１年生だったのは、もうすでに遥か昔のことですが、新人さん達
の姿は、その頃の気持ちを思い出させてくれますね。新年度にな
り、気持ちも新たに頑張っていこうと思います！今年はローズ開
設10周年。ローズだよりもスペシャル企画を予定しています。ど
うぞ、お楽しみに！

三又公園にて撮影



近頃は、コロナウイルスも落ち着いてきて、
吹く風も爽やかな季節になりました。
メディカルホームローズでは、入居者様にも
季節を感じて気分転換を図っていただけるよ
うに、お花見を計画しました。送迎車で桜並
木を走り、少しですがお花見気分を味わって
いただきました。車内では、楽しそうにお花
見の事を話したり、お花見スポットへの道順
を教えてくれたりと、にぎやかで笑いの絶えない時間でした。公園では、車を降
りて写真も撮ったり、散策をしました。「お弁当を持ってきたかったね。」との
言葉に、来年はお弁当やお菓子を持参して、お花見を楽しめたらいいな、と思い
ました。 （文：大屋大輔）

春とは言え、汗ばむような陽気の日も多くなってきました。これまで新型コ
ロナウイルス感染予防対策として、距離を保ったレクレーションを実施してお
りましたが、５月から５類に緩和され、以前のようレクレーションが少しずつ
できるようになってきました。先日は、「魚釣りゲーム」を実施しました。お
隣同士で声を掛け合ったり、同じ魚を釣り上げて
大笑いしたりと、皆様、楽しんでいただけたよう
で、活気のある充実した時間を過ごせたのではと
思います。
これからも、感染予防対策（手洗い消毒、換気

等）を徹底しつつ、利用者様の笑顔をたくさん創
り出せるよう努めていきたいと思います。

（文：水野ひとみ）

デイサービスセンターローズ

デイケアローズ

メディカルホームローズ

3月上旬にデイサービス近隣の寺院で開催され
た稚児行列に参加する機会がありました。子供
の無病息災と健やかな成長を祈念するものと言
い伝えられています。３回参加すると幸せにな
るとも聞いたことがありますね。特別な衣装や
化粧で神聖な雰囲気に包まれ普段は見られない
子ども達の姿を見ることが出来て貴重な体験と
なりました。デイサービスの利用者様達に稚児
行列の姿を見て頂き皆さん懐かしい思い出があ
ふれんばかりに出てきて、ひとしきり思い出話
に花が咲きました。行列後、子どもとの楽しい
記念撮影をして利用者様の笑顔が弾けていまし
た。温かく子供たちと触れ合う姿を見てうれし
く思い、ありがたい気持ちになりました。

（文：内村章子）
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ローズ主任インタビュー
一問一答 デイケア編

10周年特別企画

Q.介護事業所で働こうと思ったキッカケはなんですか？

もともと介護職員になりたい！という強い気持ちもなかったん
です。なんとなく楽しそうだな、という印象でやってみようと
思いました。正直、こんなに長く続くとは思っていなかったで
す(笑)。

Q.就職した当時のローズの印象はどんな様子でしたか？

ローズに介護職員として就職した当時は、まだデイサービスしかなかったので、利用者さんも
少なく１日数名の事もありました。その為、利用者さんとの距離が近く、アットホームな雰囲
気がありました。だから、介護初心者の私でも、すんなり介護職になれたかもしれないですね。

Q.ローズで働く中で、印象に残っている出来事はなんですか？

自分の中で大きな転換期は、入職して３年目のころです。担当者会議（本人様、家族様、関係
職種が集まり、サービスの内容や方向性について協議する会議）でケアマネージャーや看護師
の話している事が全く理解できない自分がいて、それがすごく悔しかったんです。それに医学
的な知識や技術もなく、利用者さんから「歩けるようになりたい」と言われても、何もできる
事がないと無力感を感じることが多かったです。その頃、事務長からリハビリ専門職の国家資
格があることを教えてもらいました。そこで、理学療法士の資格を取るために勉強しようと一
念発起し、専門学校の夜間部に入学し、働きながら理学療法士になるための勉強をしていまし
た。それがなかったら、きっと介護の仕事もやめていたでしょうね。

Q.仕事をする上で大切にしている事（考え方・価値観・信条等）はなんですか？

なんとなく始めた仕事だったけど、当時の利用者様やローズの職員に育ててもらった、という
気持ちがすごく強いです。その人たちの中には、もういない人もいて、感謝の気持ちを伝えた
くても伝えられないことがあります。だからというわけではないけれど、今、目の前の人の為
に何ができるか、を大事にしています。

Q.これからローズをどんな事業所にしていきたいですか？

利用者さんひとり一人がローズに来てよかったと思ってもらえるようにしていきたいですね。
その為にも、職員ひとり一人が「目の前の人の為に何ができるか」を、考えてしっかり実践で
きる事業所にしていきたいです。

Q.ローズだよりの読者の皆様へ一言メッセージをお願いします。

まだまだ至らない部分の多い事業所ではありますが、少しでも利用者様の力になれるようにし
ていきたいので、思っている事、感じている事をどんどん職員に教えていただけるとうれしい
です。皆さんの自己実現ができるようにしていきますので、これからもどうぞローズをよろし
くお願いします。

時任 和彦（介護課長、デイケアローズ主任、理学療法士）

三重県四日市市出身。2005年11月入社。介護職員として
入職後、理学療法士の資格を取得。デイケアローズ主任
と介護課長を兼務し、事務長の右腕としてローズを牽引。



一緒に働く仲間を募集しています♪

介護やリハビリを通じて、ご利用者様、ご家族様の満足創造はもちろん、働く
職員もやりがいを感じながら、地域で選ばれる事業所創りに取り組む仲間を募
集しています！
資格取得支援あり。無資格・未経験の方でも大歓迎。常勤・パートは問いませ
ん。ぜひローズで一緒に働いてみませんか？
詳しくは下記までお問い合わせください。

＜問合せ先＞
〒490-1413 愛知県弥富市子宝二丁目105番4 デイケアローズ
電話番号 0567-52-2877（採用窓口担当 佐藤） 受付 平日9:00～17:00

メディカルホームローズ
デイサービスセンターローズ

デイケアローズ
居宅介護支援事業所ローズ

ホームヘルパーローズ

ローズだより 2023年 春号
発行日：2023年4月31日
発行元：医療法人御幸会
編 集：ローズ広報委員会
問合せ：ローズ事務局 0567-52-1813
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ボランティア活動報告

皆さんは失語症、という言語障害の事をご存じでしょうか？脳卒中や交通事故など

で脳の言語中枢に損傷を受けると発症する失語症は、目に見えない障害と言われ、全
国で50万人程いると言われています。

4月25日は「しつご」の日ということで、全国で様々な失語症に関する啓蒙イベン
トが開かれています。愛知県では、失語症会話パートナーのボランティア団体「あな
たの声」が主催で、4月22日(土)に刈谷市民交流センターにて『あつまれ４２５～文
化祭だよ！全員集合～」と題して、イベントが開かれました。筆者もボランティアス
タッフとして、イベントに参加しましたが、当日は、失語症当事者、家族、失語症会
話パートナー、言語聴覚士などなど200名近くの方
が参加されました。
県内に住む失語症の方の作品展や、楽器演奏や合

唱、寸劇など舞台でのパフォーマンスもあり、とて
も盛り上がりました。ことばが不自由でも出来るこ
とは、まだまだたくさんある！ということを、当事
者の方が全身で表現されている感じがとても印象的
でした。

（文：佐藤裕紀）
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